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ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ 
 

ｲﾉﾝ製品のお買い上げ有難う御座います｡ 

ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽは､対応するﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗﾒｰｶｰ純正のﾊｳｼﾞﾝｸﾞに､弊社M67 ﾏｳﾝﾄｼﾘｰ

ｽﾞｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞを取り付け可能とする、ﾍﾞｰｽ機能を併せ持ったﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰです｡ 
 

製品の主な特徴 
● 弊社 M67 ﾏｳﾝﾄｼﾘｰｽﾞｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞの取り付け部規格である､M67/ﾋﾟｯﾁ 0.75 のﾌｨﾙﾀｰﾈｼﾞを装備｡ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞ

｢UCL-165 M67｣/｢UCL-330｣の着脱が可能となります｡（*ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞは対応していません） 

● ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗに対応した弊社外部ｽﾄﾛﾎﾞ｢D-2000｣等を取り付け可能なｱｰﾑ/ｸﾞﾘｯﾌﾟ/ﾍﾞｰｽ共用ﾊﾟｰﾂ､｢ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4｣を直接

取り付け可能｡簡単/確実な外部ｽﾄﾛﾎﾞ増灯を可能とします｡ 

● ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄのﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの固定には､ﾚﾝｽﾞﾎﾟｰﾄ部へのｺﾞﾑ圧着に加え、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ部のﾈｼﾞ止めの２ヶ所を使用｡ｸﾛ

ｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞの重量でﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄが不用意に脱落することはありません。ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄを取り外して撮影する

場合でも、正面のﾈｼﾞ 2 本を緩めるだけで、容易に取り外しが出来ます｡ 
 
製品内訳 ： ・ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄ ①   ×1 

ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄ本体  ×1 

脱落防止ｻﾑﾉﾌﾞﾈｼﾞ ② (①に装着済み) ×2 

ｽﾄﾗｯﾌﾟ ③ (①に装着済み) ×1 

 ・ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ ④   ×1 
 ・1/4 ｶﾒﾗﾈｼﾞ ⑤   ×1 
 ・使用説明書(本書) 

 

 

製品名､ ： ・ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ MCTZ10 :ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DMW-MCTZ10(*1)(*2)   

  ・ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ MCTZ7/TZ5 :ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DMW-MCTZ7(*1)(*2)、DMW-MCTZ5(*2)  

  ・ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ MCZX3/ZX1 :ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DMW-MCZX3、DMW-MCZX1 

  ・ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ FXF200 :富士ﾌｲﾙﾑ WP-FXF200、WP-FXF100 

  ・ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ FXF80 :富士ﾌｲﾙﾑ WP-FXF80 

  ・ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ MCTZ20 :ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DMW-MCTZ20(*3) 

  ・ｲﾉﾝ M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ FXF500 :富士ﾌｲﾙﾑ WP-FXF500(*3) 
  

*1：M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽを装着した場合、ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞを使用しない状態でも、陸上使用時にｽﾞｰﾑ･ﾜｲﾄﾞ端で得られる
画像の四隅が若干ｹﾗれます(水中使用時のｹﾗﾚはありません)｡陸上では､ﾜｲﾄﾞ端からｹﾗﾚがなくなるまでｽﾞｰﾑするか、ﾚﾝ
ｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄを取り外してご使用下さい｡ 
 
*2：M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽのみを装着した場合、水中で大きな浮力が発生します。意図せぬ急浮上を防ぐため､他のｱｸｾｻ
ﾘｰを構成に加えるなどで､適切な水中重量に調節を行って下さい｡ 
 
*3：M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽを装着した場合、ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞを使用しない状態でも、陸上および水中使用時にｽﾞｰﾑ･ﾜｲﾄﾞ
端で得られる画像の四隅が若干ｹﾗれます｡ﾜｲﾄﾞ端からｹﾗﾚがなくなるまでｽﾞｰﾑするか、ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄを取り外して
ご使用下さい｡ 
 

 
対応ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞ ： ・ｲﾉﾝ ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞ｢UCL-330｣(*4) 

 ・ｲﾉﾝ ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞ｢UCL-165 M67｣(*4) 
 
*4：ｽﾞｰﾑﾜｲﾄﾞ端ではｹﾗﾚが発生しますので､撮影後にｹﾗﾚをｸﾛｯﾌﾟするか､ﾜｲﾄﾞ端からｹﾗﾚがなくなるまでｽﾞｰﾑしてご使用
下さい｡ 

 
  
取り付け方法 ： ・取り付け前の準備 

【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DMW-MCTZ20/MCTZ10/MCTZ7/MCTZ5/MCZX3/MCZX1、富士ﾌｲﾙﾑ WP-FXF500をご使用の場合】 

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞに付属されている｢拡散板｣を取り付けた状態で､M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽを取り付けることは出来ません｡｢拡散

板｣を取り付けている場合､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の使用説明書に従って取り外して下さい｡ 

 

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄの取り付け 

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄの平らな面を手前して､ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

の溝とﾊｳｼﾞﾝｸﾞのｱｰﾑ取り付け部とを合わせ①､

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ底部とﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄが平行である事/ﾊｳ

ｼﾞﾝｸﾞのｱｰﾑ取り付け部ﾈｼﾞ穴とﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ中央

部穴とが重なっている事を確認しながら､1/4

ｶﾒﾗﾈｼﾞをねじ込んで固定します②｡ 

(2011 年 10 月現

 

対応ｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 
(2011年 10月現在) 

上の画像は｢M67 ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ TZ10｣ 
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 ・ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄの取り付け 

ｽﾄﾗｯﾌﾟをﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄまたは、ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4などのｱｰﾑ類に取り付けます③。水中でﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄを取り外して撮影

することがない場合は、ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄからｽﾄﾗｯﾌﾟを取り外して使用することもできます。 

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄの『ﾈｼﾞ穴』に､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属のｸﾞﾘｽを塗布した後､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞのﾚﾝｽﾞﾎﾟｰﾄ部分に､本製品の「ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄ｣

を奥までまっすぐにはめ込みます④｡ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのﾈｼﾞ穴とﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄのﾈｼﾞ穴を合わせ､脱落防止ｻﾑﾉﾌﾞﾈｼﾞを用

いて組み付けます⑤｡ 
ご購入直後で「ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄ｣が入りにくい場合は、ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄを少し傾けながら、上側から先にはめ込んでください。数
回使用することで、適度なﾌｨｯﾄ感になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 ・ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞ / ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4 の取り付け 

対応する各製品に付属の使用説明書をご確認下さい｡ 

 

 

 

 

 

 

取り外し方法 ： ・ 上記の取り付け方と逆の手順にて取り外しを行って下さい｡ 

右図の様に､ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄとﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄを固定したまま､取り外す事はお止め

下さい｡ 

ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄごと取り外して撮影する場合は、脱落防止ｻﾑﾉﾌﾞﾈｼﾞを緩めて、

ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄをまっすぐ引き抜きます。脱落防止ｻﾑﾉﾌﾞﾈｼﾞを緩めすぎて、ﾚﾝ

ｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄをから取り外さないよう、注意してください。 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて ： ・ ご使用後は真水で水洗いを行い塩分等の汚れを取り除いた後､直射日光の当たらない､風通しの良い場所に置き､よく乾燥さ

せて下さい｡変形や破損の原因になる為､火や熱などに直接当てないで下さい｡ 

・ 一週間以上ご使用にならない時には､本製品をﾊｳｼﾞﾝｸﾞから取り外し保管して下さい｡長時間取り付けた状態で保管すると､取

り付け対応製品に持続的に力が加わり､変形/破損等が生じる恐れがあります｡ 

・ 電蝕によるｻﾋﾞを防ぐ為に､金属製の各ﾈｼﾞ部へ､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属のｸﾞﾘｽを定期的に塗って下さい｡ 

 

使用上の注意 ： ・ 1/4 ｶﾒﾗﾈｼﾞが適切に締め付けられていないと､ｶﾒﾗ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ｽﾄﾛﾎﾞ等が脱落/破損/紛失する恐れがあります｡取り付け作業

の各項目を今一度ご確認の上､正しく行なって下さい｡ 
・ ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄの取り付けが困難な場合には､ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾕﾆｯﾄ内側の O ﾘﾝｸﾞに､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属のｸﾞﾘｽを極少量塗っ

て下さい｡ﾊｳｼﾞﾝｸﾞにﾀﾞﾒｰｼﾞを与える可能性が有る為､必ずﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属のｸﾞﾘｽを使用して下さい｡ 

・ 本製品取り付け後のｼｽﾃﾑ運搬時等には､過度な衝撃や振動､無理な力を与えない様､十分ご注意下さい｡また､｢M67 ﾚﾝ

ｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽ｣のみを持つことはおやめ下さい｡何れの場合にも､ｶﾒﾗ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ｽﾄﾛﾎﾞ等が脱落/破損/紛失する恐れ

があります｡ 

 
 
 本書で説明を行っている各作業(以下､｢各作業｣と記述)等は､“対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”ﾒｰｶｰが関知している物ではありません｡｢各作業｣等について
のご質問､お問合せ等は､決して“対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”ﾒｰｶｰに行わないで下さい｡また､同様の理由により､｢各作業｣等を行う場合､お客様ご自身が全
ての責任を負う必要がある事をご確認下さい｡  
 ｢各作業｣等を行う事によって､“対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”の保証期間内であっても､“対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”ﾒｰｶｰの無償修理を受ける事が出来なくなる可能
性があります｡予めご了承下さい｡“対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”の保証条項詳細につきましては､付属の使用説明書/保証書をご確認下さい｡  
 万一､｢各作業｣等を行う事によって不具合(“対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”本体､“対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”付属品､“対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”内にｾｯﾄするｶﾒﾗ本体等の不具合
等)が生じた場合､弊社は一切､その責任を負いかねます｡  
 万一､｢各作業｣等を行う事によって浸水等の不具合が生じ､この不具合に起因する､付随的損害(撮影に要した諸費用及び撮影により得べか
りし利益の喪失等)が発生した場合においても､弊社は一切､その責任を負いかねます｡  
 以上の注意事項､及び補償条項について､ご納得頂けない場合には､｢各作業｣等を行わないで下さい｡未使用の場合に限り､関連製品の返品
を受け付けます｡詳細につきましては､弊社までお問合せ下さい｡ 

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞを取り付けた状態にて､ｶﾒﾗ内蔵ﾌﾗｯｼｭを発光させた場合､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ｶﾒﾗ､及びM67ﾚﾝｽﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾍﾞｰｽとの組み合わせによ
っては､ｶﾒﾗ内蔵ﾌﾗｯｼｭ光がｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞの取り付け部側から進入して､得られる画像に写り込む可能性があります｡この場合には､外
部ｽﾄﾛﾎﾞを用いずに､ｶﾒﾗ内蔵ﾌﾗsｯｼｭのみを用いた撮影を行う事はお勧め致しません｡弊社｢ｸﾘｱﾌｫﾄｼｽﾃﾑ｣対応の｢光Dｹｰﾌﾞﾙ｣を用い
て外部ｽﾄﾛﾎﾞを接続し､ご使用下さい｡ 


